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発言の要旨 

１ 官民連携による終活支援について 

(1)本市の 65 歳以上の高齢者数 

(2)身寄りのない単身高齢者急増対策及び課題 

(3)本市における身寄りのない市民が亡くなられた際の手順 

(4)本市における身寄りのない市民に対する相談や支援 

(5)本市の終活支援に対する今日までの取組と課題 

(6)エンディングノートを作成された目的と周知方法及び手に取られた市民の声 

(7)官民連携で終活支援を行っている横須賀市の先進事例とそれに対する見解 

(8)下鶴市長の「官民協働の連携による終活支援」の導入に対する所見と決意 

 

２ 防犯灯の維持管理の在り方について 

(1)防犯灯の目的と町内会等が設置する理由 

(2)令和５年度末現在の町内会等が所有する防犯灯の数 

(3)台風等で倒壊した町内会等所有の防犯灯への補助金引上げを 

(4)蛍光灯からＬＥＤへ切り替えた防犯灯の耐久年数が一斉に来るが、その対応策 

(5)防犯灯の維持管理を町内会等でしているが管理の限界に来ている、本市の電設工事関係の組合等に管 

理を委託する方式に切り替える考えはないのか 

 

３ 犯罪被害者等支援条例の制定について 

(1)犯罪被害者等支援条例の制定に至った経過と理由 

(2)全国及び九州の中核市数と条例が制定されている全国及び九州の中核市数 

(3)条例制定で本市における犯罪被害者等をどのように支援するのか、関係機関との連携について具体的 

な例示を 

(4)支援策の一つとして支援金等があるが、どのように認定しいつから実施されるのか 

 

４ ちびっこ広場の維持管理の在り方について 

(1)ちびっこ広場の箇所数、そのうち地域要望で設置された箇所数、本市が設置した箇所数 

(2)ちびっこ広場の中で、市有地と民有地の箇所数と面積 

(3)ちびっこ広場の維持管理の在り方、誰とどのような約束事があるのか 

(4)ちびっこ広場の維持管理の現状と課題 

(5)地域で維持管理できず返還されたちびっこ広場は何か所あるのか、返還の主な理由 

(6)維持管理の在り方の現状の調査・検証を行い維持管理の在り方を見直す考え 
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２１ 

 

９ 片 平 孝 市 市 民 連 合 

５ 老舗山形屋への市民支援について 

(1)老舗山形屋の現在の経営再建状況 

(2)山形屋の再建への下鶴市長の思い 

(3)シンボル的な老舗山形屋の火を消さないため、市民や職員への利用の呼びかけをする気持ちはないの 

か、下鶴市長の所見 

 

６ 水道検針を郵便局の集配作業と併用する実証実験について 

(1)本市の水道メーターの検針方法の現状と課題 

(2)検針員の確保方法、検針員数、検針業務に係る必要経費 

(3)検針員の誤検針の時の対応と対策 

(4)走行中の車両から検針できるシステムが開発されているが「ドライブ・バイ水道検針」の実証実験へ 

の見解 

 

７ スケートボード専用施設の整備について 

(1)スケートボードの競技人口と魅力 

(2)スケートボード競技のパリオリンピック及び世界大会での日本選手の活躍状況 

(3)本市におけるスケートボード競技の現状と課題 

(4)本市のスケートボード整備計画の進捗状況 

 

８ 道路行政について 

(1)川田町の交差点改良の取組状況 

(2)川田町から東俣町西下集落への市道拡幅の取組状況 

(3)川田町の県営住宅から南方小学校へのスクールゾーンの整備状況 

(4)川田町から花尾町への市道拡幅の取組状況 


